
１ はじめに

「上甑中学校感謝の集い」で計画していました言葉を紙面にて御紹介いたします。

２ 各代表の言葉

(1) 生徒会代表

薩摩川内市立上甑中学校 御中

前略 あなたは、今年で７３歳を迎えましたね。今のあなたは、約５０年前に新しく建て替えられ、その当

時、あなたとともに過ごした生徒は約２３０人。そんなあなたも時代とともに、しわやシミが目立つようになって

きました。また、一緒に過ごす生徒の数も今年度は１２名と、５０年前の約２０分の１まで減り、ずいぶん寂しい

思いをしているのではないかと思います。

そんなあなたにとって、さらに寂しくなる話が舞い込んできましたね。そう、３月をもって、しばらくの間、あな

たがお休みすることになるという話です。私も校長先生からその話を聞いたときには、「父や兄も通っていた

上甑中を私は卒業できないなんて……。」と、驚きを隠せませんでした。そこで、私は改めてあなたと過ごした

日々を振り返ってみました。

１年生の時は、新しい環境に早く慣れるようにと頑張り、一日一日が早く過ぎ、あっという間の一年だったと

思います。２年生になると、生徒会に携わることになり、誰よりも積極的に行動するように心がけていました。

『海風』の作成では、編集長として「最後の『海風』にふさわしいテーマは何がいいのか……」と、とても悩みま

した。ですが、みんなと何度も話し合いを重ね、色々な工夫をして最終号まで作り上げることができました。４

３年続いた『海風』に幕を閉じなければいけない寂しさはありますが、先輩方から受け継いできた『海風』に関

わることができたことは、私たちの誇りです。

あなたと過ごした思い出は、まだまだたくさんあります。あなたと過ごした日々のことを、私は何年経っても

決して忘れません。いつかまた、あなたの元に元気いっぱいの生徒の声が響く日が訪れることを願っていま

す。その日までゆっくり休んでいてください。

草々

令和２年３月吉日

第７３代生徒会長 中間絵恋



(2)ＰＴＡ代表

卒業生にとっても、上甑中学校にとっても節目のときを迎えました。伝統ある上甑中学校は休校となりま

す。近年での学校統合は、浦内小学校、平良小、中学校と上甑町内での統合があり、地域に大きな変動を

もたらしてきました。そのような状況でも、保護者と地域の皆様の努力によって子供たちの育成環境は充実し

たもので、先輩方の行動には脱帽していました。今回は、上甑から里への統合となり、私たち保護者も先生

方、地域の方々も不安な課題が多く、流れる月日も早く感じています。

そんなとき、上甑中学校の生徒たちから聞こえる声は、楽しみ、期待、希望。次のステップに向けてのポジ

ティブな気持ちで、悩むことが多かった自分を前向きに考えさせてくれました。中でも卒業生の４人は在校生

をリードし、正しいことを教え、少ない生徒数でも、残り１年間、上甑中はちゃんとやっていけるんだと示してく

れたような気がします。１、２年生にも、私たち保護者にも、そして上甑地域全体にも、彼らがどれほど大きな

存在であったか、どれほど大切な存在であったか。島立ちが近づくにつれ、そのことを強く思い知らされま

す。

毎年、この時期になると、もう島立ちなんだな。と寂しい気持ちになります。今年渡は、上甑中学校の休校

も重なり、幾重にもその気持ちが強く感じられます。

今年度卒業、島立ちする４人は、幼い頃から知り、部活動、ＰＴＡや地域行事など、一緒に過ごすことが多

く、家族の一員のように思ってきました。甑島を離れてしまいますが、一人一人が楽しく充実した高校生活を

過ごせたら嬉しいです。卒業生の４人に限らず、１・２年生へも同様の思いであり、それは上甑地域にとどまら

ず、上甑中学校を卒業された先輩方もまた、地域が、そして上甑中学校が盛り上がっていけるようたくさんの

ご指導、ご支援をいただいていました。

各地区の自治会長をはじめ、関西同窓会の皆様、上甑中学校に在籍されていた先生方、地域の皆様、そ

して上甑中学校に携わる多くの皆様、今まで生徒たちが元気に上甑中学校で生活できたこと。そして来年度

から胸を張って里中へ行くことができるのは、たくさんの方々の温かいご支援の賜物です。全ての方に感謝

し、上中魂の熱を帯びたまま、その心を冷ますことなく、上甑中学校に携わってこれたことに誇りを思い、これ

からは里中学校保護者、そして中津小学校を支える一人として尽力する次第です。

最後に、改めて今まで上甑中学校の生徒を支えてくださった全ての皆様へ。ありがとうございました。そし

て、今年上甑を旅立つ4人の卒業生へ。卒業おめでとう。

令和元年度 ＰＴＡ事業部長 梶原 健太

３ 終わりに

「人間は一生のうちに必ず会うべき人には会える。一瞬早くもなく。遅くもない時に。」これは教育者 の森信三さん

の言葉です。上甑中学校で過ごせた日々、甑島で学んだ多くのこと、そして、これまで支え てくださいました皆様

に、心から感謝しております。決して忘れません。本当にありがとうございました。

上甑中学校第２３代 校長 鬼塚富貴子 並びに 本校職員一同


